
 

第５３回 入学式 式辞 

自然界が一斉に新しい命の躍動を始める春の良き日、本日ここに、大阪府立貝塚南高等学校 第５３回入学式

を挙行いたしましたところ、公私ともご多用の中、ご来賓の皆様方、保護者の皆様方、関係者の皆様方のご臨席

を賜りましたこと。高いところからではございますが、学校を代表して厚くお礼申し上げます。ありがとうござ

います。さて、ただ今入学を許可いたしました新入生のみなさん、保護者の皆様方、関係者の皆様方、ご入学誠

におめでとうございます。心から祝意と歓迎の意を表します。同時に教職員一同に課せられた人格の形成という

使命や責任を肝に銘じ、支援・指導に努めてまいります。どうか本校の教育活動にご理解、ご協力賜りますよう

お願い申し上げます。 

さて、新入生のみなさん。本日喜びの日を迎えることができたのは、みなさん自信の努力もさることながら 

本日までの間、有形、無形の愛情をもって、支えてくださったご家族をはじめ、小、中学校の先生方や友人、み

なさんに関わりのある多くのかた方のご支援があってのことでしょう。これまでも、これからも、人は支え支え

られて人生を歩みます。新たなスタートラインは人生の大きな節目です。周囲への感謝の意を忘れないで下さい。 

又、本日より高校生として新しい生活に入ります。夢や希望に胸膨らませながらも不安も感じていることでしょ

う。しばらくの間おちつかない日々が続くと思いますが、心を開いて周囲に尋ね、ゆったりと高校生活に溶け込

んで下さい。本校にはみなさんの自己実現を全力で支える教育的愛情豊かな教職員が集っています。高校とはみ

なさん自身の中にある新しい自分と、可能性を発見する場所です。みなさんの可能性は無限大です。縁がありこ

こ貝塚南高校で出会った、学友、教職員と共に少し勇気をだして新たな歩みをはじめて下さい。近年、デジタル

トランスフォーメーションや人間の意思決定を支援する人工知能が急速に進展しています。特に AI との共存は

これからの社会の大きなテーマです。みなさんには AI の卓越した能力に無批判に依存するのでなく、調和や協

調を重視する和の心、奥深い感性、美意識、他者への思いやり、自然を愛しむ心、等人間力を高め、AIとの協働

を通じて新たな可能性や価値を切り開き自己の成長とともに、豊かな社会創造にむけ貢献していただくことを期

待しています。希望と喜びに満ちたみなさんに高校生活の構えを 3点に絞りお伝えします。まずは夢の実現につ

いてです。世界中に夢の世界を展開してきたある人物は、夢を叶えるには自分の言葉や思い、考えに自信を持ち、

勇気をもって行動し、そして、それを続けること、その際、好奇心を意識の片隅に備えていれば、人生を豊かに

してくれる。と語っています。（自信）（勇気）（継続）（好奇心）です。私はそれに加えて（努力）を当たり前の

姿勢とすることと、困難に立ち向かう（根気）が大切だと思います。挫折を繰り返しても挑戦を諦めず努力を続

けた者は、挫折を味わった回数だけ人として強くなります。みなさんには粘り強く夢の実現にチャレンジしてい

ただくことを期待します。次に学ぶことについてです。本校では全教育活動を通して探究をキーワードとし、問

題発見・解決能力や論理的思考力、表現力、協働性等を向上させキャリア発達を促します。知的好奇心を掻き立

て、出会った人や環境からも学び、学ぶことの楽しさを発見し、自分の中に明確な生き方の見通しを立てて下さ

い。人は生涯、成長し続けなければなりません。成長には常に学ぶ姿勢が求められます。三つ目は「他者への思

いやり」です。本校のスクールミッションの骨子は、Well-beingな学校づくりとしています。短期的な私の幸福

だけにとどまらない将来にわたって持続する私たちの幸福の実現です。自分を大切にするように、他者も大切に

してください。様々な個性や価値観をもった人々が社会を構成しています。その社会は「思いやり」という潤滑

油に支えられ人間関係を柔らかくまとめています。一つの思いやりに満ちた言葉や行動は次の思いやりのある言

動に繋がります。一人ひとりの実践が安心して生活できる環境と関係性の創造につながります。「他者への思い

やり」は世界中に浸透することを願っています。以上 3点記憶に留めていただければ幸いです。 

 保護者のみなさまに重ねてお願いでございます。本日の喜びの日まで混沌とする社会情勢の中、お子様を励ま

し、慈しみ育んでこられました。みなさま方の愛情のお蔭でお子様は立派に成長されました。この世界一大切な

お子様を本日よりお預かりいたします。教職員一同、子ども達の自己実現と社会に通ずる人格の形成を柱にだれ

一人取り残さず、可能性を最大限に引き出す教育活動を勧めてまいります。どうか、【チーム貝塚南】としてご理

解とご協力いただきますようお願い申し上げます。加えて、特に高校生というのは「疾風怒濤の時代」とも呼ば

れ内面で深く考え、激しく思い悩む年齢でもあります。日々、コミュニケーションを確実におとりいただき、世



界一大切なお子様を見守り、励まし、支えていただきますよう重ね重ねお願い申し上げます。 

結びにあたり、今日から始まります新入生の皆さんの高校生活が、生涯を通じて交わりを深められる、最良の

友・最良の教師との出会いがあることなど、豊かで実り多いものであることを念じ式辞といたします。 

 

令和 8年 4月 7日 

大阪府立貝塚南高等学校長  

藤 田 繁 也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


